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1 ． は じめに

　大分県安心院町は山村や農地が 広が る 田園地帯 で、盆

地を取 り巻 く丘 陵地で はブ ドウ栽培が盛 ん に行われ て お

り、有力な地場産業とな っ てい る。

　こ の 地 に 2001 年、敷地面積約 2 ，5ha の ワイ ナ

リ
ーが 造 られ、その 緑化 は近 くの 黒岳原生林をイ メージ

した もの で あり、また、緑化 工事は早期緑化工 法 （注 1）

を採用 し、竣 工 時に は自然林 の 雰囲気を醸し出すこ とが

で きた。隣接地 に は 町営の レ ス トラン も造 られ、地域に

マ ッ チ した魅力ある 風景として 町 の 活性化に寄与 して い

る。ラ ン ドス ケープ計画が町 起 こ しに 参画 した事例 と し

て 、計画か ら工 事 ま で 報告す る。（注 1 ；植物 の 成長 によ

り数年後 に醸 し出 され る 自然な 雰 囲気を、竣 工 時に感 じ

られるように仕上げる工 法を こ こ で は 早期緑化工 法と称

する こ とにした。）

2．計画の考え方

（1）計画の 目的

　大分県 は 平松知事の 「一村
一

品 運 動 」 で 代表 され るよ

うに 、 地域の ポ テ ン シ ャ ル を活用 した 地域活性化事業が

盛ん で ある。当設計は 地場産業の ブ ドウを活 か した ワ イ

ナ リ
ー

を美しい 山並み の連な る地域に 計画 し、地域 の 山

岳林風景をモ チーフ に した魅力 ある ラ ン ドス ケ
ープ景観

を早期に創出 し、そ の 中で 来場者が ワイ ン を楽 しめ るよ

うにす る こ とで あ る。そ の 結果、隣接す る町営施設 （レ

ス トラン ・売店等） と合 わ せ て 地域の 活性化 に も貢献す

る こ と を目的 とす る。

（2）計画地 の 環境

　計画 は 丘陵地を造成 した、面積約 2，5ha 傾斜度10〜

30％の南向き傾斜地で ある。計画地は重機で造成され、

表土が 埋 め られ心 土 が露出して い る。（写真 1参照）

写真
一1　 計画地 工二事前写真

　隣接地 に は ブ ドウ畑や混交林並び に ス ギ ・ヒ ノ キ林が

混在し、遠景に は 松本清張や司馬遼太郎が墨絵 の ようだ

と絶賛した 九重連山と盆地 が 望 め る。計画地周辺 は、標

高 150m 、年間平均降雨量 1
，
720mm 、年間平均気温

14℃、最寒月平均気 温
一1．3℃ とブ ドウの 栽培に適した

やや冷涼な気候である。（気象庁院内地区デー
タ参照）

（3）緑化計画テ
ー

マ

　緑化計画 は、ワイ ン が 自然度の 高い 清涼な自然環境の

中で醸造されるイ メージデザイ ン とし、そ の 具体的なイ

メージを 「黒岳の 原生林」 に求め た。

　黒岳は 計画地遠景 となっ て い る 九重連山の
一

つ で、湧

水で有名で ある。こ こ には、自然石 が点在 し植生はブナ

等の 落葉樹が主体で、視線を遮る常緑の 中低木は少な く

明 る い 。（写 真 2
，
3 参照）こ れ らの 明 る い ブナ林とこ ん

こ ん と清水が涌き出 る風景は 、自然の 美し さ、清らか さ

を我 々 に与える 。
こ れ らをイ メ

ージ させ るテ
ー

マ と して 、

「森の 中の ワ イナ リー亅 と した。

写真一 2　 黒岳原生林

写真
一 3　黒岳原生林内山路

＊　 三 不「酒類株式会社

＊ ＊内由緑地建設株式会社

＊ Sanwa 　 Shurui　 CO ．，m

＊ ＊ Uchiyama 　 Landscape　 Construcbion　 CO ・，m
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3 ．緑化実施へ の課題と問題点

（1）黒岳原生林の イメ
ージ創 りとゾー

ニ ン グ

　今回の テ ー
マ で ある黒岳原生林 の イ メ

ー
ジを低地 に ど

の ように創 る か が最も大きな課題 で、ま た 、醸造施設や

シ ョ ッ プ等の 利用を考慮 した ゾー
ニ ン グも重要な課題だ

っ た。

（原生林イ メージ植栽）

　黒岳は ブナ ＝ ツ ク シ シ ャ ク ナ ゲ群集で、樹高も 10m

以上 の 高木を主に した熟成林で ある。樹種は緑化樹木 と

して生産 して い るもの もあるが、自然林構成種 が多く調

達 の 困難な樹種 （表 1 ）が 多い
。

　　　　　 表
一 1　黒岳原生林の 樹種例

　　注）・標高約 700m に掲示されてい た案内板参照

　　　　・
調達しやすい 樹種を藕ガ鐸袰ヂ

  植栽基盤 と造形

（i》植栽に 不 適な土壌

　計画地 の 土壌は川石や建設建設残土盛土や、固結 した

粘土質土壌、軟岩及び レ キ 混 じ り土等 の 地山の ため、そ

の まま植栽すると、透水不良や発根不良で 樹勢不良 の 危

険性 が高い。

（li）人工 的な基盤面

　現在の 地盤 は 土木的手法で 重機均
一

に 造成され て い る

の で 、人 工 感が 強くそ の ままで は 山岳地形 イ メージが で

ない
。

4 ．問題点の解決策と工 事へ の反映

（1）黒岳原生林イ メ
ージ とゾー

ニ ン グ

　全体的 に は原生林 の イ メ
ー

ジをベ ース に しなが ら、各

施設 との 関係 を考慮し ゾー
ニ ン グ を行 っ た。

（i｝ゾー
ニ ン グ

　公 道か ら離れ た北側を （a ）ブ ドウの 丘 ゾ
ー’

として

一
ン に至 る敷地　 （c ）山岳 の 森 ゾー’

として、広 くと

り黒岳原生林イ メ
ー

ジを出すように重点配置した。また、

これ に連続する場所を、森林の 中に開け る草地や花園を

イ メージす る （d ）花 と草原 ゾー’
と した。

　　　　　　　 図
一 3　ゾーニ ン グ図

（ii｝規格 と密度

　樹林層の 構成は、黒岳林内 の 明るい 樹林イメ
ージ をだ

す よう、基本的に は高木層 と低木 ・地被層 の 2層に し、

視線 を遮 る 中木層は、景観ポイ ン トとして 株物を主体に

点在 させ る程度 と した。明 る い 樹林景観 イ メ
ージ を作 る

た め、高木層の 常緑 と落葉樹 の 構成比 を約 2 ：8 と した。

また、高木層 の 植栽密度は 0．05 本／  と し、規格は樹高

4 −・6m 未満 56．4％、6 〜18m20 ％と大木を多く使用し

た。低木地被層 も緑被率 93％ と裸地 の 少ない 植栽と した。

　　　　　 表
一 2　 各林層 の 樹高と数量

ブ ドウ畑を、東側劉 　 （b） ワイナ リ
ー

ガ
ー

デ ン ゾ
ー’

と して、山の イ メ
ージ に 近い 樹種を使用 した庭を配置 し

た。そ して 、景観上重要な南の 公道側から （a ） （b ）ゾ

林層 樹高
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（皿 ）植物材料

　樹林の 樹木材料 は 黒岳林層をイメージさせ るもの や、

季節毎の 植物変化 （春 の 新葉・夏の 深緑 ・秋 の 紅葉 ・花 ・

実等）を楽しめる もの を主 に選択した 。

　地被植物は 自然林内に生育し、さわ やか で 維持管理 が

少なくて済む種類を選抜 した。（表
一3参照）

　　　　　　 表
一 3　 植物材料 リス ト

分類

常緑高木

13 種

落葉高木

46 種

中木層

防風林

4 種

垣

種

生

1

楙

22 種

地被植物

10 種

バ ラ類
4 種

乾

植物名

Z 。 。 、 キ、鏤 諜   諜
シ ラ カ シ 、シ マ トネ リコ 、ソ ヨ ゴ、タ ラ ヨ

ウ、i灘 簿鬱嬲 、懸 蘯鏖
ア カ シ デ、ア キ ニ レ 、ア メ リカ フ ウ、繋鳶

欝警業鯵羲凾 、驫蠶黙響、オ オ シ マ ザク

巨コカ キ、驪 1熱 カマ ツ カ 、カ リン 瀞
1

蓼韆ク ル ミ、ク ヌ ギ、｝黶 畿、コ ハ ウチ ワ

キ、ム ク ノキ 、メ タ セ コ イ ア、メ グス リノ

キ、匳蠶壅蘯覊、ヤマ ボ ウ
“ 、ラクウシ ョ

ウ、リョ ウブ

ア オキ、ヤ ブ ツバ 　、ユ キヤ マ 　、ニ シ キ

ギ、嬾菱ビ、ミツマ タ、　イ ヨ ウシ ャ ク

、バ クサ ン ボ ク 、ガマ ズ ミ、ミツ バ ツ

ツ
朝

、コ バ ノ ガマ ズ ミ、　 丶ナ カ イ ドゥ、

ア ラ カ シ、ク ロ マ ツ、サ ン ゴジ ュ 、
ス ダジイ

キ ン モ クセ イ

爨攀筆響、ヤ マ ア ジサイ 、ウツ ギ　、

ウツ

ヒ メ

　 ツ ツ
ぐ
“

、 、ヤ マ ツ ツ
ぐ
’
、コ デ マ

リ、 ドウダ ン ツ ツ
“
鹽
、レ ン ゲツ ツ

“ ：、
マ ブ　、キ リシ マ ツ ツ

“ ’、コ デ マ リ、 ド

ウダン ツ ツ
“ ’、ミツバ ツ ツ “ ’、

テ ン ダイ ウヤク、 ・ 、ヤ ツデ、ガマ ズ ミ、

ピサカ キ、カル ミ　 、ブル
ーベ リ

ー、ホ ソ

バ ヒ ラ ギナ ン テ ン 、
ス ス キ、ヘ デラ ・カナ リエ ン シ ス 、ナ ツヅ

タ、クマ ザサ、コ グマ ザサ、ツ ワブ　、圉
圈 、ヤ ブラ ン、タマ シ ダ、エ ビネ

モ ッ コ ウバ ラ、ナ ニ ワ イ バ ラ、四 季咲ノ
’

ラ各

注）・黒岳原生林植生種 を網がけi蓑赤、類似種を下線表示

　　・花を鑑賞す る種を囲み線表示

ヱ70

（iv）芝生

　面的 に広 く被覆する植物と して、表
一3 リス ト地彼植

物以外 に 次の 植物を使用 し、山岳林の 地表面 イ メージを

出す工夫を した。 また、固い 地山部や将来 の 建設予定地

は洋芝吹き突け等で表土流出防止を図 っ た。

・ノ シ バ 　 3350m

　草原 の イ メ
ージを持つ 芝で 今回最も多く使用した芝生

で あ る。
・山肌芝　2130m

　　黒岳近郊 の ノ シ バ 生産地か ら各種 の 野草が 混入 した

　ノ シバ を使用する こ とに よ り、施工 直後 より山の 地表

　を思わせ る野趣味の あ る グ ラ ン ドカバ ー
が実現した。

写真一 4　山肌芝採取地

・ネ ッ ト芝 620 　ni

　 不 織布 2 枚の 間 に 各種 の 芝や野草 の 種子を緩行性

肥料 ・土壌改良材 ・保水材等を挟み、発芽 しやすく、

長期に植生維持を可能 に した芝で あ る。

・
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（2） 植栽基盤と造形

（i）植栽に不適な土壌

　計画地 の 土壌は レ キ混 じりで締め 固まりやすく、植栽

に は 不適な土壌で あっ たの で 、現地表土を 80cm 鋤取 り、
近くの 埋 め 立て 地 の 造成 土 と して 有効利用 した 。 次に真

砂土 にバ ーク堆 肥 を 20％混合 した客土を植栽地全域に

盛土 した。
　 i鑞

　　　　　　　写真
一5　 混合土の 盛土

（ti）人 工 的な基盤面

　人 工 感が強 い 現況地盤は混合土を盛土 した後に、重機

や人手 で、緩やかな起伏が連続するよ う造形を行 っ た。
（3）早期緑化工法

　従来  緑化 は、年数を要 しなが ら 自然感を高 め るもの

が多い が 、早期 に魅力ある 空間が 創出される こ とに より、
来場者 の 増加 と地域活性化 が 望める。小 さい 規格 で の植

栽よ り建設 コ ス トは多くなるが、それ以一ヒの経済効果が

期待 で きる。目標景観をで きるだけ早期に完成させ るた

め下記手法を行 っ た。

（i｝大木移植

　樹林の ス カ イ ライ ン を よ り 自然林に 見せ るた め 、経済

性も考慮 しなが ら高木 を樹高規格別 に 大（6m 〜）：中 （4
〜6m 未満）：小 （4m 未満） を約 2 ： 6 ： 2 に した。

（恥強弱剪定

　自然樹形をだすた め弱剪定とした。

価 ）地被植物による被覆

　山の 林床 をイ メ
ー

ジさせ る よ う、一
部裸地 を残 し、ほ

ぼ全 面 （97 ％） 地被植物等を植 栽 した 。

5 ．現時点で の 評価

　竣工 後、11 ヶ 月経過 した現在、隣接の 町営 レ ス トラ

ン も含め た躍 竟は、こ の 地域に魅 力的な自然空間が創出

され た。本施設が出来 る 前は 残土捨て 場と して の 平凡 な

斜面地で あっ たが、地域の 景勝地 で ある黒岳原生 林の イ

メ
ージ を竣工 時 よ り感 じ させ るラ ン ドス ケ

ープ を造 りあ

げ る こ とが で き た。（写真 6 ．7 ．8 参照）

　入場者数も 15 万人を超え 、 徐 々 に で は あ るが町の 活

性化 に貢献 し始めて い る 。 更に本年 9 月 30 日には財団

法人 日本緑化セ ン ターよ り、優れた工 場緑化 として 日本

緑化 セ ン タ
ー
会長賞が授与され た。

　今回の ラ ン ドス ケープ計画は、地域 に新たな景観 と経

済性 に寄与 する
一

つ の 事例 に なっ たと思 う。 今後と も維

持管理 に 努 め、更な る景観の 向上 に努め た い 。

写真一 6　計画地前景

写 真一 7　計画地 樹林風景

称

所

者

積

期

　

　

業

名

場

事

面

工

写 真
一8 売店よ り緑地 を望 む

安心 院葡萄工 房植 栽工 事

大分県宇佐郡安心院茅場 798

三和酒類株式会社

敷地約　2．5ha 　緑地　11
，
820  

平成 12年 10月〜平成 13 年 10月

171

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


